
 

携帯端末向けマルチメディア放送サービス等の在り方に関する懇談会 

（第３回）議事要旨 

 

１ 日 時 平成１９年１０月２９日（月）１７：００～１９：００ 

 

２ 場 所 中央合同庁舎第２号館８階 総務省第１特別会議室 

 

３ 出席者 

 （１）構成員（五十音順、敬称略） 

   伊東 晋、生越由美、北 俊一、黒川和美（座長代理）、鈴木 博、 

根岸 哲（座長）、山本隆司、吉田 望 

 （２）総務省 

   小笠原情報通信政策局長、河内官房審議官、今林総務課長、 

吉田放送政策課長、奥放送技術課長、吉田地上放送課長、武田衛星放送課長、

藤島地域放送課長、長塩放送政策課企画官 

 

４ 議題 

（１）プレゼンテーション（第２回） 

・デジタル放送研究会 

・マルチメディア放送企画ＬＬＣ合同会社 

（２）諸外国の動向について 

（３）デモンストレーション 

（４）その他 

 

５ 議事要旨 

（１）プレゼンテーション（第２回）について 

デジタル放送研究会及びマルチメディア放送企画ＬＬＣ合同会社からそれぞ

れ本懇談会における検討課題及び当該課題に対する考え方を聴取し、その後質

疑応答・意見交換を行った。 

 

 ① デジタル放送研究会 

  ○ 説明内容 

   資料１に基づき説明。 
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  ○ 質疑応答・意見交換 

【構成員】 現実に、端末がどのぐらい出ているかということと、それから価格が

幾らぐらいで売られているのか知りたいのですが。 

 

【デジタル放送研究会】 端末の数は、まだ詳細な数はつかんでおりません。端末

に内蔵するモジュールの価格は、アメリカからの情報によりますと、当初２００４

年は１２５ドルでございました。それが２００５年には６０ドルから５０ドルに

なりまして、２００６年で５０から３５ドル、２００７年が現在３５ドルから２

５ドルで売られていると。 

  将来の予測では、２００８年には２５ドルから１５ドルになるだろうと言われ

ております。こういうものは、どんどん数が増えれば値段が安くなっていくと思

われます。 

 

注 発言中「端末に内蔵するモジュールの価格は」の部分は、「端末の価格は」とあった

ものを、デジタル放送研究会から、発言の趣旨は「端末に内蔵するモジュールの価格

は」とのことであった旨のご意見を踏まえ、加筆しているものです。 

 

【構成員】 想定されているＶＨＦのローチャンネルまで使いますと、１地域当た

り最大何局ぐらいが放送局として存続可能なのでしょうか。 

 

【デジタル放送研究会】 （使用する周波数帯幅が）４００KHz ですので、６MHz

にしますと１３ぐらいとれるのではないでしょうか。 

  今、（社）デジタルラジオ推進協会で（実用化試験を）やっておりますデジタル

ラジオは、（伝送帯域幅が）６MHz で、大体１３ですが、あれが大体４００KHz だ

と思いますので、１３局くらいになるかと思います。ただ、局が近接すると１３

局もとれるとは思いませんが、何らかの形でとれるのではないかと思います。 

 

【構成員】 デジタル放送の部分はＯＦＤＭということですが、そちらの使い方に

ついてはどのようにお考えなのでしょうか。つまり、サイマル放送も含めてアナ

ログとデジタルのそれぞれの使い方、その中身についてお話を聞かせていただけ

ればと思います。 

 

【デジタル放送研究会】 アナログ放送と同じ番組を、アナログ帯域の横のデジタ

ル帯域で送るということになります。それでハイブリッドと申しております。当

座はですね。 

 

【構成員】 つまり、サイマル放送をやられるということですか。 
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【デジタル放送研究会】 はい。初めはサイマルをやるということです。 

 

【構成員】 ご説明の中で、新たに受信機を買われた方から徐々にデジタル放送へ

移行できるというお話がございましたけれど、サイマルということであれば、も

しデジタル用の周波数帯が別途もらえれば、ＩＢＯＣでなくても同じことができ

るような気がしますが、アナログ放送用と近接した周波数帯域を持つことの利点

はどういうところなのでしょうか。 

 

【デジタル放送研究会】 別の周波数帯を使用するとなると、送信側にとっては、

新しいデジタル放送局をつくるのと同じことになります。そうなると、このハイ

ブリッドの方式によるより明らかにコストが高くなると思います。 

  それから、チャンネルが違ってきますので、受信機のほうも対応が難しくなり

まして、多分、別の受信機になるだろうと思います。 

  ハイブリッド方式の場合ですと、おそらくアナログとデジタルを一緒に組み込

んだ受信機が発売されるでしょう。現にアメリカではそういった受信機が発売さ

れているとのことです。 

アナログが届かなくなったところはデジタルで聞こえたり、デジタルが聞こえ

なくなったところはアナログで聞こえたりということは、当初はあると思います。

それはそういうこともメリットとして、とりあえず２つの放送が同じ受信機で聞

きやすくなると考えられるので、それによって徐々にアナログからデジタルへ移

るのではないかと思っております。 

 

【構成員】 今ラジオ放送は、これ以上新規参入する人はいないでしょうし、厳し

い状況です。そういう中でも、デジタル化して多チャンネル化すれば、事業者は

新しいビジネスに参入しやすくなり、今とは違う新しいタイプの放送が可能にな

るかもしれないという。 

  新規参入はないだろうというのは、改めてゼロから始める人はいないだろうと

イメージされているのだと思うのです。現行の装置を持っている人と、そうでは

なくて新たにゼロから始める人と、同じように何年か中長期のタイムスパンで考

えると、消費者に迷惑をかけるという意味では費用がかかるということではいけ

ないことはわかるのですけど、供給サイドからすると、新規にゼロから始めたほ

うが競争力があるかもしれないという気もするのですが。そこのところで、これ

までとは違う放送で何かができるということについては、どのように受けとめら

れているのでしょうか。 

  今日のお話は、現行のラジオ放送をやっていらっしゃる方がデジタル化してい

くときに、みんなに迷惑をかけないで一番いい方法で、高い品質で、しかも経営

の範囲が広がるような方向にという、既存の事業者にはすごくいい感じなのです
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が、本当にそのようにマーケットが動いていくのだろうかということに関して、

どうお考えですか。 

 

【デジタル放送研究会】 これは、あくまでも想定の話で、我々が新しい周波数帯

のところでデジタル放送を行う場合には、テレビのデジタル化でも相当のお金が

かかりましたが、テレビ局は非常にお金持ちでありましたからできたのですが、

ラジオ局は、普通のところは大体年収１０億以下でやっておりますので、そうい

う１億、２億の投資もなかなか大変で、かつサイマルであれば移行しないでしょ

う。 

  先ほど申し上げましたように、今のコンテンツはそう悪いものではないのだか

ら、これをデジタル化する道を考えて、これを捨ててもいいというなら別ですが、

やっぱり残してやろうということであれば、この方法の方がコストが安い。電波

を少しいただければ、現行の電波も使って、使えるという便利性があると。 

  新しいサービスのイメージですが、まずＣＤ並みの音質ということで、音がよ

くなることは間違いない。それから、これもまだ仮定の話ですけれども、サラウ

ンド放送ができるということになりますと、自動車への搭載が多くなります。非

常にいい音質が四方から聞こえると。もしこれがローコストでできるというなら、

私はそこそこの経営力があれば必ず進出すると思います。 

  新しいサービスをやろうということで新しい局をつくるとなると、現行のとこ

ろよりもアナログ部分だけのコストはかかかりますが、我々も新局をつくるとき

にお金がかかったわけですから、これは同じコストでありまして、初めてつくる

のですから、お金がかかるのはやむを得ないと。それで有利というわけではなく

て、初めの投資というのは必ず要りますので、そこの差は、私はないと思います。 

 

【構成員】 ＯＦＤＭによるデジタルでＣＤ並みとかサラウンドのような放送でい

い音を送信できるとおっしゃいましたが、もともとＦＭというのはいい音だと言

ってきたわけで、その付加価値がそんなに魅力かと思います。デジタルとして使

うためにはビットレートや信頼度などが問題になりますが、ＯＦＤＭのＬＳＢと

ＵＳＢを使ってどのくらいのビットレートが送れるのでしょうか。 

 

【デジタル放送研究会】 例えば、全部デジタル化した場合には２５６kbps ぐらい

のものが送れるようになります。ＣＤ並みの音が大体３チャンネルぐらい送れる

ようになります。 

 

【構成員】 全部というのは、この両側のデジタルの帯域４００KHz 全部使ってと

いう意味ですか。 
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【デジタル放送研究会】 将来４００KHz 全部がデジタルになったときです。 

  現状では大体２チャンネルぐらいアメリカではサービスしております。 

  また、多チャンネルで、例えばニュース専門チャンネルなどでは、もっとビッ

トレートを落としまして、ＡＭ並みぐらいの音にして多チャンネルをやっている

のが現状です。 

 

【構成員】 アナログ波とデジタル波が混在して一緒に送るとなると、フィルター

でしっかりデジタル波を切らないとアナログに大分影響があるのではないかと思

います。既存の受信機では影響ないのでしょうか。 

 

【デジタル放送研究会】 先生のおっしゃるとおりで、現状、アメリカでは、確か

にアナログのほうに若干ノイズ的なものが乗るらしいです。ただ、メーカーのほ

うでは、今、フィルターの対策をやっているようで、その辺は近い将来なくなる

という話はされておりました。 

 

【構成員】 それをやるということは、結局その新しい受信機を買わないといけな

いということですね。 

 

【デジタル放送研究会】 それがどの辺のレベルなのかと、ちょっとまだ私は実際

聞いていないのでわからないのですけれども、耳がいい人じゃないと分からない

程度のレベルではないかと思います。実際アメリカのＮＡＢに行ったときには、

さほど気にはなりませんでした。 

 

【構成員】 通信・放送の融合サービスに期待したいわけですけれども、既にアメ

リカ等で行われている商用サービス、あるいはトライアルの中で、例えば携帯電

話との融合の実験であるとか、あるいは携帯電話端末への搭載といったような動

きは、既に見られているのでしょうか。 

 

【デジタル放送研究会】 アメリカでは携帯電話端末への搭載という情報はござい

ません。通信と放送の融合サービスとしましては、ｉＰｏｄと組んで、このＨＤ

ラジオでプッシュすれば、音楽が買えるというサービスがあり、いわば１つの通

信と放送の融合かなという感じはいたします。 

  あと、これは通信と放送の融合かどうか分かりませんが、オンデマンドで交通

情報をとったり天気情報をとったりすることができると言っておりますので、デ

ジタル化すれば、このようなサービスは、これだけに限らず出てくることは間違

いない。同じようなサービスが出てきているということでございます。 

 

 5



【構成員】 アナログのラジオの放送局がデジタルの機器を追加で投入するときと、

全く新規の会社がこのデジタルラジオ放送に参入するときとでは、費用の差とい

うのはどれくらいあると考えていらっしゃいますか。 

 

【デジタル放送研究会】 それは局によると思うのですが、我々がアナログ局を立

ち上げるときには、施設等をいろいろ入れますと最低１０億円はかかったという

ことですので、それにこれを多重するといいますか、デジタルにする場合は、少

ない場合ですと１,５００万円、これはアメリカの例ですので、非常に小さい局で

すのでこの程度だと思うのですが、上限はどれぐらいかわからないですが、そん

なにたくさんにはならないと。ただ、基本的なところは同じ条件で、アナログの

ラジオ局をつくれば、やはり数億の金がかかるということ。 

  ただ、これは大きい局ですから、アメリカ式の局をつくれば、日本のコミュニ

ティー放送と考えれば、もっと少ないお金でできると思います。２億とか、その

程度でできるのではないでしょうか。 

 

 ② マルチメディア放送企画ＬＬＣ合同会社 

  ○ 説明内容 

   資料２に基づき説明。 

  

 ○ 質疑応答・意見交換 

【構成員】 ２点あるのですけども、このプッシュキャストというのは、過去、ス

カパーと任天堂がトライして、いずれも成功していないのですが、今回、これが

例えばメーンだということで事業的に本当にできるのかという疑問が正直あるの

ですけれども、それはいかがでしょうか。 

 

【マルチメディア放送企画ＬＬＣ合同会社】 受信機との関係性が大きいと考えて

おりまして、プッシュキャストは、ユーザーに非常に身近な携帯端末の中に予め

蓄積したものを好きなときに見られるという点で、特に端末はいつも持っていま

すので、利便性を最も発揮でき、有効ではないかと考えている次第であります。 

  特に我々としては、従来型のストリーム型の放送だけでは帯域の有効利用には

ならないと考え、このダウンロード、プッシュキャストというものを１つの柱と

して提案させていただいております。 

 

【構成員】 もう１点、１８ページにハード・ソフト一致と書いてありますが、こ

こにあるのはハードとプラットフォーム機能の一致のことが書いてありまして、

ソフトというのは多様な消費チャンネルがたくさんありますから、ソフトまで一

体というのは多様性のある事業では非常に難しいですから、ここでおっしゃって
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いることはハードとプラットフォームが一体の垂直統合が望ましいということで

はないですか。 

 

【マルチメディア放送企画ＬＬＣ合同会社】 インフラとプラットフォームの部分

にプラスして、コンテンツ利用につきましても、トータルのマーケティングが有

効に行われるようにということを考えますと、チャンネルの供給事業者の選定で

ありますとか、ダウンロードのコンテンツの制作、取得、調達につきましても、

１つの事業者が行ったほうが事業の発展、普及にはプラスだろうというふうに考

えている次第であります。 

 

【構成員】 ソフトは別事業者ですよね。ソフト購入可というのは。 

 

【マルチメディア放送企画ＬＬＣ合同会社】 その事業者が自前で放送チャンネル

をつくり、コンテンツを制作することもあるでしょうけれども、多くは外部から

調達してきてということをイメージしております。 

 

【構成員】 この会社は、複数の携帯会社とつき合うのでしょうか。それとも特定

の、つまり携帯会社というのはもう既に課金管理やコンテンツのアクセスができ

ますから、プラットフォーム事業者としての能力を持っているわけです。という

ことは、携帯会社が自らこの事業をやったほうがいいということなのでしょうか。

キャリアフリーということですか。 

 

【マルチメディア放送企画ＬＬＣ合同会社】 ええ、キャリアフリーを前提で考え

ておりますので、各キャリアさんと課金環境をきちんと提携していきたいと考え

ています。 

 

【構成員】 １４.５MHz を１社で使いたいというお話でございますが、送信に際し

ては、何セグメントを一括して送り出すことになるのでしょうか。 

 

【マルチメディア放送企画ＬＬＣ合同会社】 これは技術の発展にもよるのですけ

れども、逆に複数のセグメントをかなり束ねて送信しないと、効率的な送信イン

フラがつくれないということもございます。ですので、１４.５MHz の中で、今、

地上放送でやっているのは１３セグメントですけれども、それの１.５倍程度のセ

グメント数は送信可能であろうかと考えております。 

  この辺は、送信電力やどの程度のアンテナが装着できるかといったパラメータ

ーにもよってきますので、そのあたりは個々の話になろうかと思います。 
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【構成員】 全国をカバーするということでございますけれども、一波でカバーで

きるのでしょうか。つまり、ＳＦＮが構成できるのでしょうか。 

 

【マルチメディア放送企画ＬＬＣ合同会社】 基本的にはＳＦＮでカバーすること

を前提に考えておりまして、地上デジタル放送と違いますのは、固定向けの受信

ではなくて、移動専用の受信ということで、その辺はある程度ベストエフォート

でよろしいのではないかと考えておりまして、ディレイ調整等については、最適

なディレイをそこで調整していればいいということで、全国の配信方法について

も検討しているところでございます。 

 

【構成員】 ６ページの「マルチメディア放送とは？」とあって、「番組蓄積・録画」

の要望が５３％もある。その気持ちは、説明でわかったような気がしますが、一

方でその一番下にある「家電（ＨＤＤレコーダー）連携」というのがこんなに少

ない。要するに、同じ蓄積を意図するものなのに、こんなに違うということは、

ユーザーとしてどんな概念をマルチメディアに対して抱いていると分析されてい

るのか。 

  先ほど、プッシュ型はあまり普及したことがないというご意見がありましたけ

れども、あればいいかなという気持ちはわかるのですが、結局一番下を見ると、

そんなに需要はないのかなという気がします。お客に対してどんなものを提供す

るという分析がされているのか、お伺いしたい。 

 

【マルチメディア放送企画ＬＬＣ合同会社】 下の「家電（ＨＤＤレコーダー）連

携」は、多分ＨＤＤレコーダーにＳＤカードを入れておいて、それで蓄積してＳ

Ｄカードを端末に挿入して見るということじゃないかと思われます。操作上のわ

ずらわしさということがあるのではないでしょうか。一方、上の「番組蓄積・録

画」については、携帯端末でそのままワンセグを受信し録画して、後でいつでも

見られる、例えば通勤中に、前に録画したものを見るという、そういう利便性の

差異ではないかと思いますが、正直、ここまで蓄積して見るということへのニー

ズが高いことには、我々もこの調査を見て驚きました。 

 では、何をというところなのですけれども、例えば今日、先ほどレッドソックス

が勝ちましたけれども、松坂が仮に投げて、非常にいいシーンがあった、優勝シ

ーンを見たいというときに、ニュースの時間にならないとその映像は見られない

のですけれども、これがその間にダウンロードされて蓄積されていれば、ユーザ

ーは好きなときに見られる。こうしたきめの細かいユーザーのニーズを探ってい

くことで、色々なコンテンツをうまくアレンジして調達して送ることによって、

さらに色々なニーズが出てくると思っております。映像に限らず、クーポンであ

るとか、電子チケットであるとか、そういったことも利用価値があると思ってお
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ります。通信でもできるのではないかとも思えますが、やはり一斉同報型で送れ

る、たくさんの人に同時に知らせることができるということのメリットはすごく

大きく、市場の開拓であるとか、放送の役割の拡大ということも期待できると思

っております。 

 

 

（２）諸外国の動向について 

○ 説明内容 

事務局より「諸外国における携帯端末向けマルチメディア放送サービス

の動向」（資料３）に基づいて説明。 

 

（３）デモンストレーション 

    「携帯端末向けマルチメディア放送サービス」についてのデモンストレー

ションを行った。 

 

６ その他 

○ 第４回会合は、１１月１２日（月）１８：００から開催の予定。 

 

 

以 上 
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